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神奈川県を対象としたデジタル地盤区分図作成に関する研究

- その2.地形分類図と表層地質図のデジタル化 一
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1.はじめに

地震防災に関する研究は,1995年阪神 ･淡路大震災を

契機として,被害抑止のハー ドな対策とともに災害軽減

を目的としたソフ トの対策など,より広い視野で防災対

策に対する配慮が進展してきている,しかし,ハー ドな

防災対策とソフトな防災対策の領域の両方を考慮した研

究は,国内外を通じてあまりなされていない｡

本報では,ハー ドとソフ トの防災対策の共通の認識を

高めることを視野に入れて,神奈川県全域をパイロット

エリアとして地震災害危険度の評価や地震被害想定を詳

細に実施するための基本情報を構築する目的の一環とし

て,GISを利用した地形 ･地質情報の扱い方や紙地図の効

率的なデジタ/レ化に伴う手法等を検討した｡

2.紙地図のデジタル化に伴う必要事項

2.1 地図の種類

今回作成した地図は,神奈川県全域の地形分類図と表

層地質図の 2種類である｡両地図とも,建設省 (現国土

交通省)国土地理院か ら発行 されたもので,縮尺は

1/50000であるo 地図は紙地図を電子データ化した TIFF

データを使用した｡

神奈川県全域の地形図及び地質図は,全部で 7枚に分

けられてお り,それぞれ ｢横須賀 ･三崎｣,｢八王子｣,
｢横浜 ･東京西南部 ･東京東南部 ･木更津｣,｢上野原 ･
五 日市｣,｢小田原 ･熱海 ･御殿場｣,｢秦野 ･山中湖｣,
｢藤沢 ･平塚｣に区分される｡地図のデジタル化に伴 う

各作業は以上の 7枚の地図別に行い,最後に 1枚の地図

(1つのデータ)としてまとめた｡
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図-1 神奈川県全体図及び図郭の比較
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図-1に地形分類 7枚による神奈川県全体図を示し,そ

の図郭と縮尺 1/50000に相当する標準地域メッシュ図郭と

を比較した｡

図中細線 :標準地域メッシュ (縮尺 1/50000に相当)

図中太線 :今回使用した地図 (地形分類図)

本研究で使用した地図は,その図郭範囲が標準地域メ

ッシュ (S48.7.12行政管理庁告示第 143号 ｢統計に用い

る標準地域メッシュ及び標準地域メッシュコー ド)｣)の

縮尺 1/50000相当のメッシュに一致していないこと,また,

通常は地図の図郭の 4隅に記されてい′る座標値も不鮮明

であり,はっきりと判別できないため,地形分類図及び

表層地質図をデジタル化する際には,地図作成時の説明

が記されている図郭範囲座標を位置情報として設定した｡

また,地形 ･地質図上には,標準地域メッシュの図郭を

表す線が引いてあるため,必要に応 じてその座標を位置

情報として設定した｡

2.2 使用ソフト

地図のデジタル化に当たっては,ArcGISDesktop(ESRl

ジャパン㈱の製品)を使用した｡ArcGISDesktopは地理情

報を効率的に取得,保存,更新,加工,表示,管理する

ことができるだけでなく,空間検索や解析ができる｡ま

た,高度な空間データ処理機能も持っており,各種オー

バーレイ処理,近隣処理,単純化処理,図郭接合処理,

座標系変換処理などが含まれる｡

今回作成した A∫cGISの主なデータ形式はシェープファ

イルであり,ライン (線)データ,ポリゴン (面)デー

タ,ポイント (点)データの 3種類がある｡その他,紙

地図をスキャナ等で読み込んだ｡地形 ･地質図のラスタ

ー (画像)データも使用している｡シェープファイルの

各データには属性データもあり,各ポリゴン,ライン及

びポイントデータに情報を持たせることができる｡本研

究では,作成 した各ポリゴンデータの属性データに地

形 ･地質の物性データを入力した｡

また,属性データは,dbfファイルとして保存されてお

り,MicrosoftExcelの DBF4(dBASEⅣ)ファイルとも

対応していることから,属性データの編集などにExcelも
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活用している｡

2.3 測地基準系と座標系の設定

測地基準系は地球上の位置を表すための基準であり,

測地基準系,日本測地系,WGS84,測地成果 2000など

様々な測地系があるが,異なる測地系で作成されたデー

タをArcGIS上で重ねて表示すると,図-2のように位置が

ずれ,最大で約 500m程度の誤差が生じることもある｡し

たがって,基準となる測地系を設定することが重要であ

る｡図-2に,世界測地系と旧日本測地系との差異を示す｡

細線 :世界測地系 太線 :旧日本測地系

図-2 測地系の差異

本研究では,使用 した地形分類図及び表層地質図が旧

日本測地系で作成されていることから,旧日本測地系を

採用した｡なお,測地系は ArcGISソフ トにより,測地成

果 2000(世界測地系)-変換することができる｡

また,ArcGISソフ トは地図の目的に応 じて多種な投影

座標系にも対応 している｡本研究で使用 している地図は

一般的によく利用されているユニバーサル横メルカ トル

(UTM)図法で作成されている｡

2.4 50mメッシュの使用

地図のデジタル化に際しては,50m メッシュを使用し

た｡従来,地震の被害想定や表層地盤の増幅率などの解

析には 250mメッシュや 500m メッシュが広く使われてお

り,50m メッシュなどの細かいメッシュでの解析を行っ

た例は少ないCまた,メッシュの物性データは,紙地図

上のメッシュを人の目で 1つずつ判断するという手法が

一般的であったため,判別に大変時間がかかり,人の目

による判別ミスの可能性も高かった｡

本研究では,効率性や利便性及び汎用性の観点から

50m メッシュポリゴンデータを用いて,ArcGISにより地

形 ･地質ポリゴンの物性データを機械的に反映した｡こ

れによりどの様な大きさのメッシュにも対応でき,物性

データの入力ミスも少なくなる｡

また,地形 ･地質の物性データを 50m メッシュ-反映

させる過程では,50m メッシュの中心点となるポイン ト

データを使用した｡最初に地形 ･地質ポリゴンデータと

重なる中心点ポイン トに物性を反映させ,その後に 50m

メッシュのポリゴンに中心点の物性を反映させるためで

ある｡図-3に物性データの反映の過程を示す (上段 :50

mメッシュポリゴンデータ,中段 :50mメッシュ中心点

データ,下段 :反映させるデータを持つポリゴンデータ)O
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図-3 物性データの反映過程

ArcGISDesktopでは,各 50m メッシュ中の地形 ･地質

ポリゴンの面積比によって反映させる物性を選定するこ

ともできるが,作業過程が増えてしまうことや,面積比

による選定と中心点による選定法では選定結果に差がほ

とんどないと考えられることから,本研究では中心点に

よる選定法を採用した｡

3.おわりに

本報では,上述 した手法を用いて地形 ･地質図のデジ

タルを行 うために重要となった検討項目について述べた｡

今後の発展として,更にソフ トな防災対策に関連する多

種の地図データのデジタル化を行い,地形 ･地質のデー

タと重ね合わせて様々な解析を行 うことを考えている｡
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